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１．研究計画の概要 
 言語学から言語処理研究にいたる様々な
基礎・応用分野に役立つコーパスへのタグ付
けを行うための支援環境を構築する．形態素，
構文，意味，文脈情報等の様々なレベルのタ
グ付けを対象とし，(1)タグ付けの自動化と，
(2)コーパスへタグ付けを行う際の効率や精
度を管理・維持するための支援環境の構築と
いう２つの次元から問題を整理する．前者に
ついては，単語分かち書き，品詞付与，文節
や固有表現の解析，係り受け解析等の構文解
析，用言および体言に対する項構造解析，照
応解析等の指示対象の解析，文書構造や談話
構造解析など，さまざまな言語情報について
のタグ設計およびタグ付け基準の設定を行
う．異なるレベルの整合性を保ちつつ記述す
るための統合的なタグ付け方式の設計を行
う．後者については，設計されたタグ方式に
従ってコーパスを作成しつつ，タグ付きコー
パスからの機械学習に基づいてタグ付けの
自動化を行う言語解析システムの構築と、タ
グ付きコーパスを管理し，利用するための支
援ツールの設計と開発を行う． 
 
２．研究の進捗状況 
 コーパスに対する自動タグ付けツールの
開発：日本語係り受け解析の性能向上を目指
して，新たな学習方式を提案した．また，従
来から問題である並列構造の範囲同定の問
題に対して類似系列のアラインメントの自
動化に基づく新たな手法を提案した．文節情
報のタグ付けについて検討し，文節まとめ上
げのための自動ツールの設計を行った．照応
解析および述語項構造解析についても新た
な手法を提案し，さらに，事態名詞の項構造

解析への拡張を行った．事象間の時間関係解
析のため，局所的情報と大域的情報の効果的
な融合法を提案した． 
コーパス管理ツールの開発：形態素・係り受
け解析済みコーパスを管理し，検索等の利用
機能を提供するコーパス管理ツールの設計
と実装を行った．また，ネットワーク経由で
の利用が可能になるように拡張した．当初 2
年間で開発したツールの機能の再検討を行
い，基本機能をドットネットフレームワーク
上で再実装した．の実装を行った．さらに，
検索結果表示の高速化や検索履歴を表示す
る機能を達成した．これとは別に，セグメン
トとリンクに基づく汎用のタグ付けツール
を設計開発し，本研究で目標としている様々
なタグのアノテーション作業に供するよう
にした．データ構造の設計の詳細化や多重に
埋め込まれたタグの記述にも対応可能にな
るよう拡張した． 
タグ付きコーパスの構築：述語項構造および
照応情報を付与したコーパスを構築した．ま
た，大規模な固有表現抽出を行ない，コアデ
ータの一部に対して，固有表現タグ付け作業
を行った． 
談話構造アノテーションツールの開発：文関
係，共参照，項構造を記述するためセマンテ
ィックエディタの設計と実装を行った．一般
化された木構造表示ユーザインタフェース
を実装し，談話構造や意味構造を編集する機
能を実装した． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
 日本語の基本的な言語解析である単語分
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かち書き，品詞付与，文節解析，係り受け解
析に対して，機械学習に基づき，実用レベル
の精度での自動解析を行う手法の提案と自
動解析ツールの開発を行うことができた．照
応解析と項構造解析については実用レベル
には達していないものの，現在のところ最高
の性能を示す手法を提案している．並列構造
解析など当初明確に計画していなかった問
題についても，これまでの性能を上回る手法
の提案を行うことができた． 
 タグ付きコーパス管理ツールについては，
品詞，文節，係り受け解析済みのコーパスに
特化したコーパス管理ツール「茶器」を実装
し，第一バージョンを一般公開した．利用者
からのフィードバックを受けて，新たなシス
テムとして再設計を開始している．汎用アノ
テーションツール SLAT の実装を行い，当初
計画していた機能をほぼ実現し，機能の見直
しと改良を行う段階に進んでいる．両ツール
とも領域内外の研究者や学生向けの講習会
を開催し，ツールの普及と利用者からの要望
の収集に努めている．談話構造アノテーショ
ンツールについても，当初計画通り，文間，
共参照，項構造を記述するためセマンティッ
クエディタの実装を行うことができた． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 コーパスへのタグ付けツールおよびタグ
付きコーパスの管理ツールの構築が進んで
きたため，今後は，領域内外に公開されてい
るコアデータに対する種々のタグ付け作業
を開始し，コアデータの一部をタグ付きコー
パスとして公開するとともに，この作業を通
じてツールの問題点の洗い出しとその解決，
および，改良点の発見とその実装を行う予定
である．また，タグ付け作業の経験に基づき，
効率的なタグ付け作業方法と支援法を明確
にしていく．特に，短単位への分割や文節解
析については，コーパス班および電子化辞書
班との連携を強化していく． 
 これまで個別に開発してきたコーパス管
理ツールの統合をシステムレベルあるいは
データレベルで行い，種々のレベルのアノテ
ーションが共存できる環境を構築していく． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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